
 

 

生きもの来るかな？やってみようバケツ稲 

成長記録 
6 月 13 日︰種蒔きをする。  
4 日目︰芽が出揃う。 
6 日目︰双葉が開く。 
7 日目︰本葉が出る。 
20 日目︰混み合ってきたので移植、「ヒメシロモンドクガ」が付く。  
30 日目︰葉が 5 枚になり、「青虫」が 2 匹付く。 
36 日目︰「青虫」「ショウリョウバッタ」がいる。  
39 日目︰「青虫」「コバエ」「ショウリョウバッタ」 

がいる。 
40 日目︰「シジミチョウ」「てんとう虫」「蟻」が 

いる。「青虫」はいなくなった。 
丈は 70cm 程になる。 

44 日目︰「アカスジカメムシ」がいる。蕾がつく。 
47 日目︰直径 1cm ほどの赤紫色の花が咲き始めた。丈は 90cm 程になる。 
50 日目︰「シジミチョウ」が花の蜜を吸っている。 
55 日目：「エゾギクトリバ」？が来た 
以上 8 月 7 日（55 日目）までの記録になります。大豆は日々成長し、虫も
色々来ています。これからどんな風に実っていくか、どんな虫達が来るのか、
楽しみに観察を続けていきたいと思います。 

          組合員メンバーT.Y 

課題推進チーム 食・農では、バケツで 
稲を育てることで、生きもの観察に取り組ん 
でいます。 
バケツ稲の取り組みでは、バケツに 2～3 株 

の苗を植えて、稲刈りまで行います。うまく 
実ればお茶碗 1 杯分、3000～4000 粒お米を 
収穫することができます。 
本来、田んぼで生きもの観察を！というところ 

なのですが、事情によりバケツ稲の取り組みとなりました。 
苗と土は大潟村・オーリア 21 さんからの提供です。まずは土に水

を入れしろかきです。土の塊がなくなったところで、バケツに投入。
そしてバケツの田んぼに田植えをします。水がなくならないように
注意しながら、育てていきます。 
 

生きもの来るかな？おうちで大豆 

ヒメシロモンドクガ 

発見 

2022 年 7 月 3 日（20 日目） 

アカスジカメムシ 

が来た 

2022 年 7 月 27 日 

（44 日目） 

ショウリョウバッタ 

が来た 

2022 年 7 月 19 日 

（36 日目） 

カメムシが来た 

2022 年 8 月 3 日 

（51 日目） 

シジミチョウ 

が来た 

2022 年 

7 月 23 日 

（40 日目） 

体験型イベント予告 

〇日時：10月 29日(土)   〇対象：組合員親子 

〇場所：市川三郷町ねづ農場（パル山梨独自生産者） 

〇内容：収穫体験＆生きものと畑のおはなし 

＊詳細は今後ご案内予定です。 

＊コロナ感染拡大により変更・中止の可能性がございます。 

どんな生きものがくるのでしょうか？ま
ず、育ってきたのが、浮草です。一面緑色に！ 
そして、黒っぽく、小さいうようよ動くもの
を発見。調べると、どうもボウフラのようで
す。これが、育つと蚊になります。うちのバ
ケツ稲には、いまのところ動くものは、ボウ
フラのみ。今後どうなるのでしょうか。乞う
ご期待を。       組合員メンバーK.K 
 

活動メンバーが、パルシステム山梨独自産地 秋田県のオーリア 21 生産者より送っていた
だいた大潟村あきたこまちの苗でバケツ稲に、また、大豆トラスト生産者グループよりいただ
いた大豆（品種：ナカセンナリ）で「おうちで大豆」に挑戦中！どんな生きものが来るかな？ 

メンバーが挑戦中です！！ 

パルシステム山梨HP
でも観察の様子を 
アップしています。 
上記QRコードから 
アクセス！ 


